
　仕様書に記載されている本市の課題や本業務の方針

を理解したうえで、提案全体の考え方を示されているか

(1)調達仕様書の内容や本業務の方針を理解したうえで提案しているか。

(2)本市が抱える課題を解決できる提案となっているか。

事業実施内容の具体性と妥当性があるかどうか (1）調達仕様書に記載されている可能な限り満たしているか

(2）実施内容を遂行できるような基盤があるかどうか

教室実施に関する計画、スケジュールを工程ごとに具体

的に示されているかどうか

(1)　必要な各作業項目を含め、全体スケジュールが提示されているか。

(2)リスクがあるポイントが明確になっており、その対応策が現実的なものと

なっているか。

仕様書で定める要件を満たしているかどうか 仕様書に記載されている内容が含まれる内容となっているかどうか。

画面の見やすさ
操作ボタン等の分かりやすさ。易操作性
1人当たりの所要時間
機能評価の質問内容等の面白さ

MCI状態にある高齢者等を早期発見可能な認知機能

評価であるかどうか

総合点数等でMCIの可能性のある高齢者等を判定することができているか

評価結果が出るまでの所要時間

検査終了後からの時間

即時：A 1分以内：B 3分以内：C 5分以内：D その他：E

認知機能の種類ごとの評価評価内容を含めて高齢者等に分かりやすく出力

されているか

結果に応じた日常生活における生活習慣病予防に関するアドバイスが分かり

やすく記載されているかどうか

結果に応じた日常生活における介護予防のアドバイスが分かりやすく記載さ

れているかどうか

結果シートが高齢者等にとって見やすい文字の大きさや分かりやすい文章で

あるかどうか。

通いの場へ簡単に持ち運ぶことができ、準備が簡便であるかどうか。

利用者の回答状況がCSV等で簡便に出力できるとともに、各会場や期間ご

とに性・年齢区分別参加人数や評価結果分布、MCI高齢者等の抽出等を簡

便に行うことができるかどうか。

仕様書の範囲外で追加提案がされており、効果的・効

率的に実現可能であるかどうか

追加提案の内容が生活習慣病や介護予防に効果的、又は、業務プロセスの

改善に効果的な内容であり、予算の範囲内で実現可能かどうか。

人員配置、業務管理体制の妥当性 本プロジェクト実行に必要充分な要員配置、管理体制となっているか。

事業の運営に十分なスペックであるかどうか 認知機能検査に使用するICTデバイス、データを集積するクラウド等ともに、

事業の運営に十分なスペックであるかどうか。

通いの場等で使用するICTデバイスの保守内容が具体的かつ明確に示され

ており、市と事業者の役割分担は明確になっているか。

データを集積するクラウド等の保守内容が具体的かつ明確に示されており、

市と事業者の役割分担は明確になっているか。

不正アクセス対策、ウイルス対策、暗号化など、十分な

セキュリティが確保されているかどうか

ICTデバイス、データを集積するクラウド共に、不正アクセス対策、ウイルス対

策、暗号化など、十分なセキュリティ対策が確保されているか。

類似業務の実績 自治体等における同種業務の実績及び関係機関との

連携実績

(1)他自治体等に認知機能評価の導入実績があるかどうか
20

価格点 令和４年度見積もり金額と令和５年度から４年間の運

用保守金額

下記の計算式で点数を算出する。評価対象の見積金額は、令和4年度見積

金額と令和5年度から4年間の運用保守見積金額の総額

価格点＝配点75点×（最低見積金額/当該業者見積金額）

※小数点以下切り捨て
75

提案時点のパッケージの有無と要件の実現性

プレゼンテーション内容の分かりやすさ、面白さ

使いやすさ（操作性、画面遷移等）

サポート機能についての説明が分かりやすいか

認知機能評価への印象

熱意・積極性・意欲・品格・礼節
回答の的確さ（質問との整合性、提案書との整合性）

回答説明の分かりやすさ・聞きやすさ

提案内容の実現性

全体の印象

500

配点

吹田市高齢者等フレイル予防に係るICTを活用した認知機能評価システム導入保守管理業務
公募型プロポーザル審査基準

プレゼンテーション及び

ヒアリング

説明が平易で論理的かつ説得力があるか

130
担当者の適応性及び業務に対する取組み意欲がある

か

業務の実施体制

80

保守内容が具体的かつ明確に示されており、市と事業

者の役割分担は明確か

認知機能評価について、ICTデバイス操作経験の少な

い高齢者等が、楽しみながら短時間で簡便に利用でき

る内容かどうか

 認知機能評価結果が即時に出され、利用した高齢者

等の日常生活等における生活習慣病予防や介護予防

に取り組む意欲向上のための内容となっているかどう

か

通いの場等業務に従事する市職員及び吹田市地域包

括支援センター職員が、事業評価、効果検証を行う際

に作業負担を軽減するために有効な手法が示されてい

るか

審査のポイント

提案事項を実施するに

あたっての取組方針

40

業務の実施における重

要ポイント

155

審査項目 審査の視点


